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3.正規分布の百分率点の一次有理関数近似

山 内 二 郎 (慶大工 )

前回「 正規分布に関する近似関数」と零 して報告した もの
卜̀ノのうち,百分率点の一次有理

関数近似の計算方針について述べたが,今回はその結果について報告する。

Elヨ  ー次有理関数近似
.正規分布関数を次の

・
よ
・
うに記す。

P(ご)=∫ごi戸F eXp(―サ)α :

″2=争醜十ァ筆丁Pl}
と記する,相対誤差島K″)は

.....・ ・。・ π

9  ́        υ
l+ER(y)=二 L― {P。 十 TttT Pl}ュ,・       yTY

と
,.|.…響囲はo.≦ y≦ 10とすると
1十二h(o)=ρO=1~δ   ・・…

1+ER(10)=1+δ   ・̈ ¨̈ ・̈1

(1■ )

(1。 2)y=一ln4P(1-P) ・………………………………… …̈………………………

前回と同様に一次有理関数近似 として (記号を変えた )

(1.3)

(l+)

(■5)

(1。 6)

「
■υ/ノ 1L2′ ″  J と」卜くと,

1

J:10 L+ a

α=01420■ 61700 0… … 1……… … …… … …………… … …̈ …
。
(■7)

(■4)式 は次 の よ うにな る。

一-7                          .

1+劫Ky)=■井{1_δ+ギ[■ (1ギ 0")(″ +(好α)δ )}…………も(1。 8)
。.          こ・        y■ ―V

前回の方針に従 つて,一様最良化を目指 して,繰 り返 し近接法で計算 した結果は次のよう

になつた。



この近似式の相対誤差の極値は次のようになつた。

y 転

0

1。 440 4

5。 766 6

10

一-0。 000 978 025
-卜
0。 000 978 034
--0。 000 978 035

+0。 000 978 035

E2]″ について一様最 良化
(1.9)式を出発点として″について一様最良化をはかつた。すなわち

ノ1三 y{2。 0611781-フ
11舌 i:ILllLill:Lil竃 lili・

′       1_

だEy{ノ
=―プ翠路→コ
T

の形式で一様最良化をはかるわけである。

この相対誤差をEl(y)と 記すと,

y=0で は 1+El(o)=(1-δ )7

=1_::「δ_をδ2_ザ七δ
3
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であ るか ら ,

y=loでは

よつて

(1+きδ十

(■ 9)

(2.4)

(2。 1)

1+二静aO)=1+静十■
2+券

,3

(2.2)

(12e3)
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δは前節の結果から,0。 000978に 近いから,δ 1/4は省略 してよいであろう。従つて

(164)式におけるPlは

・
1+δ +静2=Tttτ {1_δ +Tttρ }

1  ^

Pl=(1+0。 19){α +δ (2+α )十 ;δ
Z(1+α)}……………………… (2。5)

となり,                  ...

メモy{1-δ十ァ争子(1+Q19)Eα +δ (2+α)+:δ
2(1+α

)コ }… (2め

となるから,(2■ )式のノ。,4は次のようになる。
π                        l  ^

/1=g・サ(1+0.19)Eα +δ (2+α )十 ;δ
Z(1+α

)コ (2.71)
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| ノ。=子 (■―δ)+争(1+Q19)Eα +δ (2+α)+静2(1+α )]………
(1。 9)式のδを用いて (2.6)式 に よつてERを計算 して, それから繰り返 し近接法で計算 し r

て次の結果を得た。

(2.72 )

5.726 220 4
″
=Ey(2。
0611786-

1

)コ
2 (2.8)

y 11.. 640 595

(2。8)式の相対誤差の極値は次のようになつた。

y
′

ｎ
にＥ

0

■ 4402

5。 766 6

■0

一―Q000 489 017

+ (1000 489 014
-― (1000 489 014

+0.000 489 0■ 6

極値を与えるyの近 くの yに ついてERを 戸田英雄君に計算 してたしかめてもらつた。

(1)山内 :正規分布に関する近似関数 .1964年 1月 ,プ ログ ラミングシンポジウム報告

集 (N-8) N-107.
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